
令和 7年 1月 

外務省 国際協力局 緊急・人道支援課 

国連人道問題調整事務所（ＯＣＨＡ）の概要 

１．概要   

（１）設立経緯及び本部・組織  

 国連災害救済調整官事務所（1971年設立）が、1991年に国連人道問題局（ＤＨＡ）に統合され、1997年に

ＤＨＡを再編する形でＯＣＨＡが設立された。ニューヨーク及びジュネーブにある本部のほか、世界 54 か国

以上で現地業務を展開しています。 

（２）主な活動内容  

 ①本部及び現地における国際人道支援活動の総合調整と支援戦略の取りまとめ 

 ②国際社会への人道支援アピールの発出とＣＥＲＦ（中央緊急対応基金）等の運営・管理  

 ③国際人道分野における問題提起・理解促進（紛争下における文民や人道支援要員の保護等） 

 ④紛争や自然災害に関する正確・客観的かつ迅速な情報提供（リリーフウェブの運営を含む）  

 ⑤人間の安全保障の促進、国際人道問題に関する調査、評価及び政策形成 

（３）ＯＣＨＡの長 

トム・フレッチャー人道問題担当国連事務次長兼緊急援助調整官。2024 年 11 月より現職。 緊急援助調

整官は、国連人道機関、赤十字、主要国際ＮＧＯの連合体である機関間常設委員会（ＩＡＳＣ）議長として指

導力を発揮しています。 

（４）職員数（2025年 1月現在）  

 国際専門職員は 835人。邦人専門職員は 12人（専門職全体の約 1.4%）。 

 

２．我が国との関係  

 我が国は、国連等の各種人道支援機関を通じた人道支援外交を重視しています。様々な国際機関やＮＧ

Ｏが活動する人道支援において、効率的・効果的かつ人道原則に沿った活動を行うためには、ＯＣＨＡが率

先するニーズの把握や調整機能等は不可欠です。ＯＣＨＡの活動を支援することは、我が国の推進する「人

間の安全保障」の実現や国際人道システムの強化に資することから、我が国は積極的にＯＣＨＡを支援して

います。 なお、東日本大震災の際、我が国はＯＣＨＡが管理する国連災害評価調整（ＵＮＤＡＣ）チーム及

びＯＣＨＡの専門家チームの支援を受けました。 

 1996～98 年には明石康氏、2001～03 年には故・大島賢三氏が人道問題担当国連事務次長を務めまし

た。 

 

３．OCHA神戸事務所  

 1999 年に神戸事務所が開設され、兵庫県に所在する関連機関と連携しつつ各種業務を実施してきました。

特に、リリーフウェブのアジア地域ハブとして、24時間体制で自然災害・紛争等に係る情報を提供してきまし

た。 2012 年 1 月に同事務所の機能は拡大・強化され、日本政府、駐日国連機関、NGO、民間部門などと

のパートナーシップ強化や日本での人道問題に関する普及・理解促進活動等に取り組んでいます。（リリー

フウェブ機能はバンコクのアジア・太平洋地域事務所に移管されました。） 

 

４．各国の拠出状況  （単位：千米ドル） 


